


 

代々木公園入り口にて 公園内の百日紅 

同好会は高原・湿原を散策して夏の花等を季語として吟行して作品を応募して

おりましたが、今回は雨に会いゆっくりと散策・観賞が出来なかったので塚越会

長から季題を特定せず自由に投稿してくださいとのことでした。 

なお、作品発表会は、7月 24 日(土)13:00 船橋市勤労市民センターで行われま

した。 

 

◇第 76 回史跡・万歩会（代々木公園の散策）報告 

平成 22 年 7 月 31 日(土) 天候：晴れ 

参加者：12 名（内婦人 2名） 

行き先：代々木公園（渋谷区代々木神園町・神南 2丁目） 

ＪＲ山手線原宿駅又は地下鉄千代田線明治神宮前(原宿)に 10時 40分頃集合し、

公園内の記念碑等を見ながら森林の中をのんびりと昼食を含めて約2時間 30分程

の散策でした。 

今回は猛暑にもかかわらずご婦人2名を含む12名の元気な方々が参加してくれ

ました。公園内の木々は見事に育ち、かつ十分に整備されて、都会のオアシスの

所以が納得できました。林の中は時折涼しい風が通り、猛暑の都心にいる事を忘

れさせてくれますし、落葉が積もった柔らかい土の上を歩く感覚が何とも言えな

い心地良さを味わうことが出来ました。 

 代々木公園の概要は、明治 42 年陸軍省ガ代々木練兵場を新設し、明治 43 年 12

月代々木練兵場で徳川好敏大尉が日本初飛行に成功している(記念碑有)。敗戦後

(昭和 20 年)にアメリカ軍に接収され、アメリカ軍の宿舎敷地(ワシントンハイツ)

になり、その後昭和 39 年オリンピックの選手村(一部)となった後、公園として整

備されました。開園当時の若い木々も立派に成長して、森と水に囲まれた、文字

どおり｢都会のオアシス｣となっています。広さは東京ドーム11個分に相当します。

公園は道路を挟んで北側が森林公園（Ａ地区）と南側の陸上競技場、屋外ステー

ジのある広場地区（Ｂ地区）に分かれています。 
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◇第 77 回 高滝ダム散策（行程約 6km） 

 平成 22 年 9 月 25 日（土）実施の予定でしたが、台風 12 号襲来のため中止。 

 

◇今後の予定 

第 78 回 新宿御苑の散策（行程約６ｋｍ）  

平成 22 年 11 月 27 日（土） ＪＲ中央線千駄ヶ谷駅 9 時 45 分集合 

「千駄ヶ谷門」→「西洋庭園」→「休息所」（昼食）→「日本庭園」→「千駄ヶ谷

駅」のコースとなります。 

 

第 7９回 初詣と千葉市内史跡巡り（行程約 6ｋｍ） 

平成 23 年 1 月 10 日（月）（祝日 成人の日） ＪＲ千葉駅 10 時 00 分集合 

初詣と千葉市内史跡巡り（詳細は新年会案内を参照ください。） 

 

第 80 回 佐倉市の川村美術館（お花見）（行程約３ｋｍ） 

平成 23 年 4 月 4 日（月）ＪＲ総武本線佐倉駅 10 時 30 分集合 

ＪＲ佐倉駅前より無料送迎バス（約 20 分）⇒川村記念美術館→自然散策路（花見） 

 

第 8１回 旅行会社によるバス旅行兼俳句吟行会 

平成 23 年 7 月上旬 詳細は 4月下旬に参加希望者に直接連絡します。 

 

第 8２回 高滝ダム周遊 (行程約６ｋｍ) 

平成 23 年 8 月 6 日（土） 小湊鉄道五井駅ホーム 10 時 40 分集合 

注記）平成 22 年 9 月 26 日（土）第７７回が台風で中止した予定案の復活 

以上 
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     TEL/FAX ０４７－４６６－２３９６ 

        Ｅメール tukakosi@msd.biglobe.ne.jp 

25 



囲碁会報告 

     囲碁会長 佐藤隆義（ 昭４０学化 ） 

 囲碁会は、千葉県支部をはじめ、東京支部、埼玉支部及び会友の佐原会の方々 

が参加しており、年に４回船橋市中央公民館で懇親囲碁大会を開催しています。 

 成績優秀者には賞金を、また最下位者には残念賞を差し上げています。 

大会終了後は駅前の居酒屋で反省会を行い、会員相互の懇親を深めています。 

 また対外試合として、旧制水戸高校と大学側３支部(東京、埼玉、千葉合同)と

の囲碁交流戦（ 年２回 ）を行っています。 

今年は、2月 27 日と 8月 21 日に行われましたが、いずれも大学側が勝ち越し

ています。 

第４７回、４８回囲碁大会結果及び今後の予定についてご報告します。 

 

１． 第４７回囲碁大会（ 2010 年４月２２日、船橋市中央公民館、１６名参加 ） 

優勝：佐藤隆義七段（４０年化学 ）、準優勝：佐藤哲雄五段（３７年電気 ）  

３位：玉造豊五段（佐原） 

３勝賞：海野由造七段（佐原）、木内定計六級（佐原）   

 

２． 第４８回囲碁大会（ 2010 年７月２２日、船橋市中央公民館、１８名参加 ） 

  優勝：小室哲夫四段（３６年金属 ）、準優勝：高橋孝雄四段（３４年電気 ） 

  ３位：玉造豊五段（ 佐原 ）、３勝賞：高田丈夫三段（ ２８年機械 ）、 

照沼清四段（２９年金属 ）、千代和彦１級（４０年精密 ） 

 

 

（対局の模様） 

 

 

 

 

 

３． 今後の予定 

 ・第４９回囲碁大会 ： １０月２１日（木）船橋市中央公民館・確定 

 ・第５０回囲碁大会 ： ２０１１年１月予定 

           第５０回を記念し、１泊での囲碁大会を計画しています。 

初心者の方大歓迎、多数の皆さんのご参加をお持ちしております。 
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ゴルフ会報告 
ゴルフ会長 綿引貞男（昭 38 学電） 

平成２２年度の活動状況 
（１） 春季定例会 4 月 20 日（火）千葉桜の里ＧＣ（香取市）において、総勢

16 名の参加を得て、来る 6 月開催予定の五支部懇親ゴルフコンペの代表

選考も兼ねて実施いたしました。 
優勝伊達明美（会友）。五支部対抗懇親コンペの代表は成績上位 4 名で藤岡

（33 機）、加瀬（38 機）、高見（38 機）、綿引（38 電）の各氏に決定。 
 

（２） ５支部対抗コンペ 6 月 2 日（水）霞ヶ浦国際ゴルフクラブ（つくば市）

において、水戸・勝田支部幹事の下に開催された。優勝東京支部。千葉県

支部は３連覇がかかっておりましたが健闘むなしく第５位に終わりまし

た。 
 

（３） 夏季定例会  
7 月 15 日（木）東京湾カントリークラブ（袖ヶ浦市）において総勢 16
名の参加を得て開催。優勝木村久美（36 化）、準優勝原澤宏毅（31 電）、

３位益子行雄（36 化）の各氏。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４） 秋季定例会 （あやめ会合同コンペ）10 月 26 日（火）グレンオークス

カントリークラブ（香取市）にて開催予定。 

（昼食後のゴルフ談議） （優勝賞品は原澤氏創作による陶芸品）

（いざ出陣の勢揃い） 
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このページには「支部役員・役割・連絡一覧表」が掲載 
されていましたが、個人情報保護のため archive からは削除 
しました。 

元の記事を確認したい方は広報担当幹事まで連絡してくだ 
さい。 




